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<病棟連絡事項＞

・特記なし。
＜ベッドコントロール＞
・八木田　勝則様～北病棟移動候補について、主治医より脱走の危険性あるが病棟で検討し良ければいいのではないか、また管理者間で相談するようにとの事です。
＜患者様連絡事項＞
・沼山　真紀子様～本日面談行っており計画相談員が移山寮 関野様となっています。体験外泊の日程決定しており、布団のレンタルが必要になります。当日1650円持参する事となります。
・成田　富士子様～不穏時）ロラゼパム(0.5)　5回分処方となっています。
・中居　伊佐男様～左前腕の掻痒感あり発赤も見られたことからオイラックスクリームが処方となっています。
・森　ヒデ様～ヘモポリゾン軟膏が継続処方となっています。
・中野渡　喜世博様～排尿がしにくいと訴えあり、尿検査の結果から本日よりレボフロキサシン(500)1T 1×朝食後で7日分処方となっています。改善なければ泌尿器科への受診も検討との事です。また、尿比重高い事から水分摂取を促す様指示あり、本人へ伝わっています。
・成田　賀枝様～日用品の差し入れ希望あり、家族へ連絡するも不在です。折り返しがあった際には対応お願いします。
・船田　泰子様～千寿の里いちかわへ連絡するも電話番号変わっている状況です。ケアマネに連絡先を確認していく事としています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・中野渡　喜世博様～アルコールに関する発言ないも臥床傾向。アルプロ・SSTは問題なく実施できている。尿の出にくさ持続しているため、排尿状況確認していきましょう。
・森　ヒデ様～発熱なく経過。食事介助にて1/3程度、食事摂取量少ない時は補食で対応していきましょう。
・土川　貴広様～2日に1度本人から自宅に電話しており、そのたびに退院に関する確認があるとの事。その為、母様としては本人からの電話連絡がストレスであるとも話しているため、頻回に連絡されている場合は声掛けしていきましょう。
・小泉　裕子様～妄想発言あるも感情失禁は見られていません。引き続き精神症状に注意していきましょう。
・野田　敏治様～深夜帯にて自室にてせんべいを食べている事あり。 声掛けし、預かっている。スタッフの注意に対して「あんた死刑だ、捕まるよ」などと妄想発言あり。日勤帯は妄想発言ないも小声での独語聞かれています。必要時は頓服使用していきましょう。
・松川　順子様～昨日不調の訴え聞かれ夕食不食でしたが、日勤帯では不調の訴えなく経過しています。精神症状に注意していきましょう。
・成田　富士子様～昨日具体的な不調の訴えはないが、本人希望にて不安時ロラゼパム（0.5）1T服用。日勤帯では不機嫌さはなく対応も穏やかです。言動に注意していきましょう。
＜SST評価検討＞

・Aユニット
　山本　久美子様～同ユニットの患者様への妄想言動聞かれ個別対応している。

　向井　敦子様～衣類をたたむ為に全体でのSSTに参加していません。

・Bユニット

大久保　貴之様～「疲れた」と訴えやや焦燥感も見ら途中退席しています。

工藤　みず紀様～CMの歌を歌ったりにやつき見られ場にそぐわない言動ありました。
